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     令和元年度ＥＣＵ通常総会の報告 

１ 新年度ご挨拶 ～第１８回通常総会が終了しました～  

   ２ 事業報告   横枕自然観察会・ホタル探勝会 in２０１９（自然保全活動部門）    

   ４ 事業報告   福島第一原子力発電所 廃炉作業見学（交流推進部門） 

   ６ 事業報告   環境審査員 CPD1日（５CPD時間）コース研修会を開催（技術・ＭＧ部門）    

   ７ 会員投稿   書籍紹介 小川原辰雄著「人を襲うハチ：4482件の事例からの報告」 

８ 会員投稿   食品ロスを減らそう 

  １０ 会員投稿   世界は樹脂で動いている 

  １４ 会員投稿   曽我部二郎の薔薇コーナー №８   

  １５ 会員の活躍  野沢定雄さん 塩野谷ふじ子さん 

１６ 会員の活躍  今井信行さん 

  １８ 栃木県内環境イベント情報 

  

報 告 

投 稿 

レポート 

 

令
和
元
年
度 

Ｅ
Ｃ
Ｕ
通
常
総
会
の
報
告 

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ａ
理
事 

Ｅ
Ｃ
Ｕ
理
事 

 
 

 
 

 
 

 

曽
我
部 

二
郎 

 
 
 

６
月
２
１
日
（
金
）
に
東
京
神
田
の
エ
ッ
サ
ム
神
田
ホ
ー
ル
１
号
館
に
お
い
て 

「
令
和
元
年
度
Ｅ
Ｃ
Ｕ
通
常
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
議
案
は
す
べ
て
原
案
通
り 

議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◆
令
和
元
年
度
事
業
計
画
の
主
な
内
容 

① 

政
策
提
案
、
政
策
要
望
・
陳
情
を
継
続 

②
「
第
３
回
Ｅ
Ｃ
Ｕ 

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
Ｅ
Ｓ
Ｄ
学
会
」
を
関
東
地
区
で
開
催 

③ 

セ
ミ
ナ
ー
・
講
座
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
「
環
境
の
教
科
書
」
を
出
版 

④ 

Ｅ
Ｃ
Ｕ
及
び
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
紹
介
冊
子
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
発
行 

⑤
「
環
境
教
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
認
定
登
録
制
度
」
を
推
進 

⑥
「
化
学
物
質
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
初
級
講
習
会
」
を
開
催 

⑦
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツin2019

」
に
出
展 

⑧ 

理
事
長
表
彰
、
環
境
大
賞
、
炭
谷
賞
等
を
実
施 

収
益
事
業
と
し
て
次
の
２
件
に
応
札 

  

① 

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
研
修
・
表
彰
等
業
務 

② 

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
登
録
制
度
運
用
等
の
業
務 

 

◆
記
念
講
演 

講 

師
：
竹
内
恒
夫
氏
（
名
古
屋
大
学 

特
任
教
授
） 

テ
ー
マ
：
「
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
思
う
こ
と
」 

～
Ｓ
Ｄ
地
域
の
シ
ス
テ
ム
変
換
の
主
役
は
、
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
～ 

 エ
コ
ブ
ー
ム
は
、
２
０
１
３ 

年
に
終
焉
し
て
い
る
が
、
環
境
問
題
は
終
焉
し 

て
い
な
い
。
環
境
戦
略
は
効
率
戦
略
か
ら
充
足
戦
略
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
。 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
た
め
の
政
策
選
択
と
シ
ス
テ
ム
転
換
は
、
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協 

会
が
地
域
の
団
体
、
企
業
、
自
治
体
と
連
携
協
定
を
結
び
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ 

ク
ト
（
社
団
）
の
提
案
を
行
い
、
当
該
事
業
を
請
け
負
う
。
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

な
ど
の
専
門
家
が
参
画
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
社
団
）
を
リ
ー
ド
。 
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挨拶する塩山理事長 

                            

    

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
第
１
８
回
通
常
総
会
が
、

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
に
お
い
て
５
月
１
９
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
、
平
成
３

０
年
度
事
業
報
告
と
会
計
報
告
、令
和
元
年
度
事
業
計
画
と
予
算
計
画
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
の
ご
来
賓
と
し
ま
し
て
は
、栃
木
県
環
境
森
林
部
地
球
温
暖
化
対
策
課

課
長 

高
梨
弘
幸
様
、宇
都
宮
商
工
会
議
所
地
域
振
興
部
経
営
指
導
員
指
導
主

任 

金
田
勝
様
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
は
当
協
会 

齊
藤
好
弘
会
員
に
よ
る
「
温
暖
化
と
疾
患
（
温
暖

化
に
よ
る
影
響
と
感
染
症
）」
の
テ
ー
マ
で
、
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
現
在
の

地
球
温
暖
化
の
実
態
と
人
間
社
会
へ
の
影
響
の
中
か
ら
、特
に
感
染
症
と
し
て

デ
ン
グ
熱
、
マ
ラ
リ
ア
病
、
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱
病
や
、
海
水
温
上
昇
に
伴
う

コ
レ
ラ
菌
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
の
問
題
、
最
近
生
息
地
域
が
西
日
本
か
ら
関
東
に

北
上
し
て
身
近
な
所
で
増
え
つ
つ
あ
る
マ
ダ
ニ
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
解
り

や
す
く
講
演
頂
き
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
マ
ダ
ニ
に
つ
い
て
、
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。 

平
成
３
０
年
度
、
理
事
長
と
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
自
分
な
り
に
会
の
活

性
化
を
考
え
、
新
執
行
体
制
の
中
で
役
割
分
担
を
進
め
な
が
ら
、
会
員
の
皆
様

が
元
気
に
活
動
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
運
営
し
て
参
り
ま
し
た
。 

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、他
団
体
と
の
交
流
事
業
で
は
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ

ー
し
、
奥
日
光
湯
の
湖
と
中
禅
寺
湖
の
水
質
問
題
（
奥
日
光
清
流
・
清
湖
保
全

協
議
会
の
活
動
）
の
視
察
を
実
施
、
水
質
が
徐
々
に
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
実
態

を
知
る
ば
か
り
で
な
く
、会
員
相
互
の
情
報
交
換
や
親
睦
を
図
る
こ
と
が
出
来
、

大
き
な
成
果
で
し
た
。 

ま
た
、
昨
年
は
猛
暑
日
が
長
く
続
き
、
地
球
温
暖
化
を
肌
で
感
じ
た
と
こ
ろ

で
す
。
２
０
１
５
年
の
国
連
総
会
で
、
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
を
社
会
・
経
済

問
題
と
相
互
に
関
連
し
た
課
題
と
捉
え
、統
合
的
な
対
策
を
目
指
す
ア
ジ
ェ
ン

ダ
２
０
３
０
と
そ
の
具
体
的
な
目
標
で
あ
る
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
・
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
１
７
項
目
の
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」が
１
９
３
カ
国
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。 

 
 
 

当
協
会
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
・
啓
蒙
は
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

責
務
と
思
い
、
県
内
全
域
の
企
業
や
指
導
機
関
、
行
政
、
各
種
環
境
団
体
等
に

声
を
か
け
、
２
月
９
日
に
講
演
会
を
開
催
、
１
４
３
名
と
大
勢
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
基
調
講
演
は
今
井
麻
希
子
氏
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
ら
読
み
説
く
未
来
に
向

け
た
社
会
作
り
」で
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
シ
ョ
ン
で
は「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
事
例
で
考
え
る
」
と
し
、
宇
都
宮
大
学
陣
内
雄
次
教
授
か
ら
は
都
市

作
り
の
視
点
か
ら
、カ
ル
ビ
ー(

株)

の
二
宮
か
お
る
氏
か
ら
は
食
品
企
業
の
視

点
か
ら
、ス
マ
イ
ル
日
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
小
栗
卓
氏
か
ら
は
地
域
の
中
小
企

業
で
組
織
と
し
て
の
取
り
組
み
事
例
の
報
告
が
あ
り
、質
疑
応
答
で
は
有
意
義

な
意
見
も
聞
か
れ
、ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
大
変
好
評
な
結
果
と
な
り
ま

し
た
。 

ま
た
、
講
演
会
に
先
立
っ
て
１
２
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
「
エ
コ
テ
ッ
ク
＆

ラ
イ
フ
と
ち
ぎ
２
０
１
８
」
で
は
「
こ
ん
な
活
動
を
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
？
」

の
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
啓
発
活
動
を
全
面
に
打
ち
出
し
、
活

気
の
あ
る
出
展
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
ん
な
我
々
の
活
動
も
少
し
は
後
押
し
し
た
と
思
い
ま
す
が
、関
係
す
る
一

部
企
業
で
の
講
演
会
の
開
催
、宇
都
宮
市
な
ど
は
今
年
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
宣

言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
環
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。 

令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
我
々
の
活

動
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

か
、
ま
た
、
内
部
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
検
討
会
を
通

し
て
、
今
後
は
各
論
と
し
て
の
取
り
組
み
普

及
・
啓
蒙
活
動
を
目
標
と
し
て
い
き
ま
す
。 

次
世
代
の
子
供
達
に
持
続
可
能
な
世
界
・
環

境
を
残
す
た
め
、
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
末
端
で
の
認
知
度
は

ま
だ
低
く
、
旗
振
り
役
の
国
と
共
に
、
現
場
で

誰
が
解
り
や
す
く
普
及
・
啓
蒙
す
る
か
が
今
後

の
大
き
な
課
題
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

末
端
の
組
織
と
連
携
し
、
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
頂
け
る
活

動
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
の
活
動
に
も
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

新年度ご挨拶 

～第 18回通常総会が終了しました～ 

理事長 塩山 房男 
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講演する齊藤会員 
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◆ ◆ 

は
じ
め
に 

◆  
 

２
０
１
９
年
６
月
８
日
（
土
）
、
那
須
烏
山
市
横
枕
地
区

小
木
須
川
沿
い
に
お
い
て
、
横
枕
青
年
団
主
催
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ

Ａ
共
催
、
ふ
れ
あ
い
の
郷
作
り
協
議
会
、
那
須
烏
山
市
教

育
委
員
会
後
援
、
更
に
横
枕
婦
人
会
、
横
枕
青
年
団
サ
ポ

ー
ト
会
の
協
力
の
も
と
、
小
木
須
川
の
自
然
観
察
会
並
び

に
ホ
タ
ル
探
勝
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
横
枕
の

皆
様
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
３
１
家
族
、
大
人
４
５
名
、

子
供
５
５
名
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
７
名
、
地
元
ス
タ
ッ

フ
１
０
名
合
計
１
１
７
名
と
大
変
盛
況
で
し
た
。
第
２
部

の
ホ
タ
ル
探
勝
会
に
は
、
地
元
の
方
や
フ
リ
ー
の
参
加
者

等
も
含
め
、
総
勢
２
０
０
名
を
超
え
大
盛
況
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

観
察
会
の
前
に
科
学
実
験
教
室
が
有
り
、
地
域
の
子
供

達
は
午
後
か
ら
目
一
杯
楽
し
ん
だ
よ
う
で
し
た
。 

午
後
４
時
に
開
会
式
が
始
ま
り
、
主
催
者
と
、
共
催
の

塩
山
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ａ
理
事
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
観
察
会

で
の
注
意
事
項
等
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
後
、
４
時

２
０
分
か
ら
小
木
須
川
で
生
き
物
調
査
・
観
察
会
を
実
施

し
ま
し
た
。 

な
お
、
安
全
に
川
遊
び
が
出
来
る
よ
う
、
青
年
団
サ
ポ

ー
ト
会
（
青
年
団
の
親
世
代
）
で
は
渡
り
橋
の
設
置
や
雑

草
刈
り
な
ど
を
し
て
お
い
て
頂
き
、
子
供
達
も
楽
し
く
安

全
に
観
察
会
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
地
元
の
皆
様

方
に
は
感
謝
で
す
。 

５
時
５
０
分
に
観
察
会
が
終
了
、
伝
承
館
に
戻
り
、
地

元
で
準
備
し
た
焼
き
そ
ば
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
焼
き
肉

等
で
賑
や
か
に
夕
食
会
と
な
り
ま
し
た
。 

夕
食
終
了
後
、
塩
山
が
７
時
２
０
分
か
ら
ホ
タ
ル
の
話
の

説
明
を
し
、
７
時
５
０
分
か
ら
ホ
タ
ル
探
勝
会
を
開
始
し

ま
し
た
。
今
年
は
、
昨
年
よ
り
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ホ
タ

ル
も
昨
年
の
倍
程
度
の
発
生
が
確
認
さ
れ
、
子
供
達
も
大

喜
び
の
ホ
タ
ル
探
勝
会
に
な
り
ま
し
た
。
８
時
３
０
分
頃

に
事
故
も
な
く
流
れ
解
散
に
な
り
ま
し
た
。 

◆ ◆ 

自
然
観
察
会
に
つ
い
て 

◆ 

 

小
木
須
川
進
入
路
前
広
場
に
は
、
地
元
青
年
団
サ
ポ
ー

ト
会
の
皆
さ
ん
が
、
事
前
に
ウ
ケ
等
で
取
っ
て
頂
い
た
沢

山
の
大
き
な
ド
ジ
ョ
ウ
、ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
、カ
ワ
ム
ツ
、

サ
ワ
ガ
ニ
の
他
、
絶
滅
危
惧
種
に
な
っ
て
い
る
ア
カ
ハ
ラ

イ
モ
リ
、
小
河
川
で
は
珍
し
い
モ
ク
ズ
ガ
ニ
等
を
用
意
し

て
お
い
て
頂
き
ま
し
た
。 

子
供
達
は
、
カ
ワ
ム
ツ
や
サ
ワ
ガ
ニ
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ
の

ヤ
ゴ
等
を
捕
ま
え
る
度
に
大
喜
び
。
ズ
ボ
ン
を
泥
だ
ら
け

に
し
な
が
ら
夢
中
で
魚
取
り
す
る
子
供
た
ち
の
満
面
の
笑

み
を
見
る
度
、
無
事
開
催
で
き
て
ホ
ッ
ト
し
ま
し
た
。 

魚
類
は
毎
年
同
じ
よ
う
で
す
が
カ
ワ
ム
ツ
、ド
ジ
ョ
ウ
、

ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
の
３
種
が
大
半
で
、
今
年
は
カ
ジ
カ
の

他
に
ギ
バ
チ
が
１
匹
採
集
出
来
ま
し
た
。 

ト
ン
ボ
幼
虫
は
カ
ワ
ト
ン
ボ
、
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
、
オ
ニ

  

豪
雪
を
活
か
し
て
ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦 

 
 

 
 

―
地
域
の
交
流
・
活
性
化
や
観
光
資
源
に
も
― 

 
 
 
 
 
 
 

 

魚
沼
市
商
工
観
光
課 

● 

渡
部 

麻
美 

        

豪
雪
を
活
か
し
て
ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦 

 
 

 
 

―
地
域
の
交
流
・
活
性
化
や
観
光
資
源
に
も
― 

 
 
 
 
 
 
 

 

魚
沼
市
商
工
観
光
課 

● 

渡
部 

麻
美 

      

  

地
域
の
生
き
物
を
採
集
し
て
、
触
れ
て
大
歓
声
！ 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
―
２
０
０
人
が
参
加
し
た
小
木
須
川
の
自
然
観
察
会
と
ホ
タ
ル
探
勝
会
― 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
理
事
長 

● 

塩
山 

房
男 

 

      

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

横
枕
自
然
観
察
会
・
ホ
タ
ル
探
勝
会
ｉ
ｎ
２
０
１
９
報
告 

（
自
然
保
全
活
動
部
門
） 

事業 

報告 
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ヤ
ン
マ
、
コ
オ
ニ
ヤ
ン
マ
、
コ
ヤ
マ
ト
ン
ボ
、
サ
ナ
エ
ト

ン
ボ
の
仲
間
等
８
種
、
そ
の
他
水
生
昆
虫
と
し
て
は
カ
ワ

ゲ
ラ
や
ト
ビ
ケ
ラ
カ
ゲ
ロ
ウ
類
等
１
１
種
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。昆
虫
以
外
で
は
、サ
ワ
ガ
ニ
と
ヌ
カ
エ
ビ
が
多
数
、

水
温
低
く
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
は
少
な
く
、
マ
シ
ジ
ミ
や

ホ
タ
ル
の
エ
サ
で
あ
る
カ
ワ
ニ
ナ
が
極
多
数
、
カ
エ
ル
で

は
ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ
エ
ル
、
ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
、
ツ
チ
ガ

エ
ル
、
ト
ウ
キ
ョ
ウ
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
等
４
種
が
採
集
確
認

さ
れ
ま
し
た
。 

捕
ま
え
た
生
き
物
は
、
５
時
０
０
分
か
ら
広
場
に
持
ち

寄
り
、
佐
々
木
が
魚
類
と
両
生
類
、
塩
山
が
水
生
昆
虫
、

秋
場
が
水
質
関
係
、
佐
々
木
が
鳥
類
の
話
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。 

今
年
は
特
に
外
来
生
物
の
話
な
ど
も
交
え
て
生
物
多
様

性
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ワ
ニ

ナ
始
め
大
半
の
生
き
物
が
１
年
中
水
が
流
れ
て
い
る
河
川

の
生
き
物
で
あ
る
こ
と
も
説
明
し
ま
し
た
。 

子
供
達
に
は
、
地
元
で
用
意
し
て
く
れ
た
沢
山
の
希
少

種
の
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
、
モ
ク
ズ
ガ
ニ
等
の
生
き
物
が
人

気
で
し
た
が
、子
供
た
ち
は
夢
中
で
覗
い
た
り
触
っ
た
り
、

説
明
会
も
良
く
聴
い
て
く
れ
賑
や
か
に
観
察
会
を
実
施
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

水
質
的
に
は
、
採
集
さ
れ
た
生
き
物
の
種
類
等
か
ら
、

少
し
汚
れ
始
ま
っ
た
清
水
域
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
を
説
明

し
、
こ
の
程
度
の
汚
れ
具
合
が
ホ
タ
ル
の
発
生
に
は
良
好

で
あ
り
、
人
里
に
ホ
タ
ル
が
多
い
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。 

な
お
、
佐
々
木
の
鳥
類
確
認
結
果
で
は
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同

じ
１
７
種
の
鳥
が
目
視
と
鳴
き
声
で
確
認
で
き
ま
し
た
。 

子
供
達
は
、
生
き
た
魚
や
カ
エ
ル
は
さ
わ
り
放
題
、
モ

ク
ズ
ガ
ニ
や
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
は
お
そ
る
お
そ
る
触
り
ま

し
た
が
、「
楽
し
か
っ
た
」「
初
め
て
見
る
生
き
物
が
多
い
」

「
沢
山
の
生
き
物
が
見
ら
れ
た
」「
外
来
種
が
多
い
の
に
び

っ
く
り
」
等
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
親
か
ら
の
評
価

は
、
自
分
達
で
採
集
で
き
た
こ
と
が
一
番
と
の
話
も
聞
か

れ
、
好
評
な
観
察
会
と
な
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
魚
は
５
種
し
か
住
ん
で
な
い
。
水
が
き
れ
い

で
沢
山
の
種
の
生
物
が
確
認
で
き
ま
し
た
が
、
魚
に
と
っ

て
は
上
流
～
下
流
ま
で
自
由
に
移
動
が
出
来
な
い
こ
と
が

ネ
ッ
ク
と
な
り
、
河
川
工
事
が
優
し
く
な
い
こ
と
を
説
明

し
て
終
了
し
ま
し
た
。 

◆ ◆ 

ホ
タ
ル
探
勝
会 

◆ 

夕
食
後
、
７
時
５
０
分
か
ら
ホ
タ
ル
探
勝
会
を
開
始
し

ま
し
た
。
横
枕
青
年
団
か
ら
の
情
報
で
は
、
本
流
筋
は
少

な
く
、
い
く
つ
か
の
沢
筋
に
は
多
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、

池
の
わ
き
の
沢
で
観
察
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
の
倍

以
上
の
発
生
が
見
ら
れ
、
暗
闇
の
中
、
黄
色
の
光
の
尾
を

引
い
て
ホ
タ
ル
が
舞
う
度
に
、「
き
れ
い
だ
ー
」
と
子
供
達

か
ら
歓
声
が
上
が
り
、「
生
ま
れ
て
初
め
て
」「
来
年
も
来

た
い
」
な
ど
、
ホ
タ
ル
の
光
は
大
き
な
思
い
出
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。 

８
時
３
０
分
頃
に
は
、
伝
承

館
前
に
戻
り
流
れ
解
散
と
な
り

ま
し
た
が
、
観
察
会
・
探
勝
会

と
も
け
が
人
も
な
く
無
事
終
了

と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 

いた！いた！捕まえたよ～ 

 

オ～！スゴイの見つけたね！ 

 

ホタルがたくさん棲んでいるのは？ 
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「は

い
ろ

み

ち
」 

を
自
分
た
ち
の
目
で
確
か
め
る 

 
 
 

 
 
     

 
 

 
 

～ 

長
い
道
の
り
の
一
端
を
担
う
人
々
に 

こ
こ
ろ
を
よ
せ
て 

～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
副
理
事
長 

● 

塩
野
谷 

ふ
じ
子 

                         

当
協
会
の
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
「
廃
炉
作
業
」

の
【
い
ま
】
を
自
分
た
ち
の
目
で
確
認
し
た
い
と
い
う
思

い
が
、
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ト(

株)

栃
木
総
支
社
の

ご
協
力
を
得
て
実
現
し
、
６
月
１
０
日
（
月
）
に
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
（
以
下
、
第
一
原
発
と
い
う
）
構
内
を

見
学
し
て
き
ま
し
た
。 

 ◆
「
東
京
電
力
廃
炉
資
料
館
」
で
東
電
の
担
当
者
と
合
流 

参
加
者
の
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ａ

会
員
１
９
名
は
雀
宮
駅

か
ら
中
型
バ
ス
で
、
東

京
電
力
廃
炉
資
料
館

（
福
島
県
富
岡
町
）
へ
。

こ
の
施
設
は
原
子
力
事

故
の
事
実
と
廃
炉
事
業

の
現
状
等
を
確
認
で
き

る
施
設
と
の
こ
と
で
し

た
。（
写
真
下
・
入
館
無
料
） 

◆
東
電
の
バ
ス
に
乗
換
え
て
第
一
原
発
へ
向
か
う 

 

廃
炉
資
料
館
か
ら
東
電
担
当
者
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

第
一
原
発
へ
向
か
い
ま
し
た
。
途
中
の
帰
還
困
難
区
域
の

田
畑
は
草
木
が
生
茂
り
、
無
人
の
家
並
み
は
厳
重
に
封
鎖

さ
れ
、
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
っ
て
い
る
現
状
を
見
る
と

原
発
事
故
の
怖
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
連
な
っ

て
走
行
す
る
大
型
ダ
ン
プ
カ
ー
も
不
気
味
で
し
た
。 

         

◆
コ
ン
ビ
ニ
も
あ
る
構
内
の
大
型
休
憩
所
で
昼
食 

 

構
内
に
バ
ス
が
入
り
、
会
議
室
で
東
電
の
担
当
者
か
ら

見
学
ル
ー
ト
や
廃
炉
へ
向
け
た
作
業
の
現
状
と
今
後
の
対

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所  

廃
炉
作
業
見
学 

（
交
流
推
進
部
門
）

事業 
報告 

建物を出たところで集合写真 
後ろに見えるのは自動運転 EV バス 

今後台数を増やして、構内移動の利便化が図られる予定 

国道の線量計の数値は         
1.987μSv/h 

事故当時のままの建物       

    ※はいろみち 

     （Ｈairo Ｍichi） 

  ・福島第一原子力発電所  

廃炉情報誌の名前 
 

・はいろ（廃炉）へのみちのり

にあたり、はいろ（廃炉）とい

うみち（未知）なるものへの 

挑戦を「みなさまのちからを 

いただきながら」成し遂げて 

いく、といった意味を込めて 

います（廃炉情報誌から 

抜粋） 
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応
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
長
い
困
難
な
工
程
の
一
歩
が

始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
構
内
の
地
上
７
階
・
地
下
２
階
建
て
の
大
型

休
憩
所
の
食
堂
で
作
業
員
と
一
緒
に
安
く
て
美
味
し
い
日

替
わ
り
定
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
福
島
産
の
食
材
を
利

用
し
て
大
熊
町
に
あ
る
福
島
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
さ
れ

た
も
の
が
毎
日
並
ぶ
そ
う
で
す
。
他
に
も
ロ
ー
ソ
ン
が
入

っ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。 

         

◆
厳
重
な
チ
ェ
ッ
ク
と
個
人
線
量
計
を
も
っ
て
見
学
へ 

昼
食
後
は
一
人
ひ
と
り
が
厳
重
な
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、

個
人
線
量
計
を
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
、
構
内
専
用
移
動
バ

ス
で
窓
の
開
閉
・
降
車
な
し
で
、
汚
染
水
タ
ン
ク
・
多
核

種
除
去
装
置
・
地
下
水

バ
イ
パ
ス
設
備
・
陸
側

凍
土
遮
水
壁
設
備
・
雑

固
体
廃
棄
物
焼
却
設
備

等
、
そ
し
て
原
子
炉
１

～
４
号
機
の
建
屋
真
下

ま
で
近
づ
き
、
廃
炉
へ

向
け
た
作
業
の
現
状
を

し
っ
か
り
見
学
し
ま
し

た
。 

◆
原
子
炉
１
号
機
～
４
号
機
の
状
況 

             
 

            

構
内
の
９
６
％
で
、防
護
服
か
ら
一
般
作
業
服
に
な
り
、

労
働
環
境
の
改
善
と
と
も
に
、
作
業
時
間
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
１
号
機
・
２
号
機

付
近
に
は
作
業
員
が
防
護
服
に
着
替
え
る
施
設
が
エ
ア
コ

ン
付
き
で
設
置
さ
れ
、作
業
の
困
難
さ
を
垣
間
見
ま
し
た
。 

         

◆
見
学
バ
ス
か
ら
降
り
て 

 

約
１
時
間
ほ
ど
の
見
学
を
終
え
、
個

人
線
量
計
を
返
却
し
た
際
の
数
値
は 

「
０
．
０
１
ｍ
ｓ
Ｖ
」
で
し
た
。 

 

今
回
の
見
学
内
容
（
汚
染
水
や
廃
棄

物
な
ど
）
を
こ
の
紙
面
で
ま
と
め
る
の
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
く
、
あ
ま
り
に
も
多
い
情
報
量
な
の
で
一
部
の
報
告

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。 

 

◆
「
は
い
ろ
み
ち
」
を
担
う
人
々
を
応
援
し
た
い 

構
内
で
働
く
４
０
０
０
人
の
作
業
員
の
半
数
以
上
が
福

島
県
出
身
者
だ
そ
う
で
す
。 

廃
炉
に
向
け
て
長
い
道
の
り
に
挑
戦
す
る
科
学
者
・
技

術
者
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
「
働
い
て
・
食
事
を

し
て
・
帰
宅
す
る
」
人
た
ち
を
支
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
原
発
事
故
に
遭
わ
れ
て
気
の
毒
な
】
で
は
な
く
、【
廃

炉
と
い
う
長
い
道
の
り
の
着
実
な
一
歩
を
担
っ
て
い
る
】

人
た
ち
を
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ス
ー
パ
ー
の
福
島
県
産
の
野
菜
は
遠
慮
し
て
い
る
よ
う

な
値
が
つ
い
て
ま
す
。
そ
ん
な
野
菜
を
手
に
取
っ
て
、「
見

て
い
る
よ
！
福
島
」
と
買
い
物
カ
ゴ
に
入
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

上：担当者から廃炉の現状を聞く 

下：３８０円の健康サポートメニュー 
バスの中で担当者の説明を聞く 

１
号
機
建
屋
屋
上 

燃
料
取
出
し
に
向
け
、
建

屋
の
ガ
レ
キ
撤
去
中
。 

ダ
ス
ト
飛
散
防
止
用
放
水

装
置
や
周
囲
の
パ
ネ
ル
カ

バ
ー
な
ど
を
確
認
。 

２
号
機
建
屋 

水
素
爆
発
を
免
れ
建
屋
の

大
き
な
損
傷
が
な
い
こ
と

か
ら
内
部
の
状
況
を
確
認

す
る
「
前
室
」
を
設
置
。

燃
料
取
出
し
へ
向
け
建
屋

解
体
の
検
討
開
始
。 

３
号
機
建
屋 

建
屋
上
部
の
ガ
レ
キ
が
す

べ
て
撤
去
さ
れ
、
燃
料
取

出
し
用
カ
バ
ー
が
設
置
。 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
か
ら

の
燃
料
取
り
出
し
作
業
を

開
始
。 

４
号
機
建
屋 

 

２
０
１
４
年
１
２
月
２
２

日
に
使
用
済
み
燃
料
プ
ー

ル
か
ら
の
燃
料
取
出
し
が

完
了
。
現
在
、
共
用
プ
ー

ル
で
貯
蔵
・
管
理
。 
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ＴＥＣＡ学習会が 7 月と 8 月の定例会の前に行われました。 

 

◆７月学習会 

テーマ：「食品ロスと SDGｓについて」 

講 師：近藤和雄会員 

※学習会を基に再構成した内容を 8～9 ページに掲載 

◆８月学習会 

テーマ：「環境カウンセラーと地域のまちづくりへの関わり（平石地区の事例）」 

講 師：今井信行会員 

※学習会を基に再構成した内容を 16～17 ページに掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

栃木県環境カウンセラー協会副理事長  今井信行 
 

ISO14001 審査員制度では、審査員の登録維持申請時に、専門能力の継続的開発（CPD：Continual 

Professional Development）の実績報告が要求されます。 

栃木県環境カウンセラー協会では、ISO14001 審査員を対象に、環境審査員 CPD 研修会 1 日（５ＣＰＤ時

間）コースを開催しました。 

今回は、環境関連法規と環境測定分析技術、ＥＭＳ審査技術を次のスケジュールと内容で研修しました。 
 

日時：2019 年 8 月 17 日(土） 9:45～16:30 

場所：宇都宮市東市民活動センター 第４会議室 

対象：ISO14001 審査員補、審査員、主任審査員及び関心のある方 

内容：①環境関連法規：主に公害関連法規（大気、水質、騒音･振動等）について）【講師：佐々木英二】 

   ②環境測定分析技術：環境測定分析のやり方、関連機器の説明、記録帳票事例【講師：秋場泉介】 

   ③ＥＭＳ審査技術：ISO19011：2018 に基づく審査技術、検出事項の適切な書き方【講師：今井信行】 
 

【参加者の感想】環境関連法令では法の理解が一層深まった。環境測定分析技術では、測定結果の理解だけで

なく、測定機器の精度と測定プロセスの理解ができた。審査技術では、指摘事項の書き方に

ついて学ぶことが多かった。 

環境審査員 CPD1 日（５CPD 時間）コース研修会を開催（技術・ＭＧ部門） 
事業 

報告 

TECA 学習会  
事業 

報告 

参加者の分析模擬体験          分析技術について話す講師の秋場会員 

◆次回の学習会◆  

日時：９月 14 日（土）午後 1 時３０分から 場所：宇都宮市東市民活動センター 
内容：「ＳＤＧｓの現状と関東地方 ESD 活動支援センターの役割」 
講師：伊藤博隆さん（関東地方 ESD 活動支援センター・関東地方環境パートナーシップオフィス） 

写真(左)：近藤会員 

 

 

写真(下)：今井会員 
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紹介する本は、小川原辰雄著「人を襲うハチ：4482 件の事例からの報告」、山と渓谷社です。 
 

本の表紙の写真は、お尻のハリを手前に向けて、いかにも人を襲いそうなハ

チが描かれています。著者の小川原氏は、地域医療に貢献されている長野県の

医師で、地域柄ハチ刺されの症状を扱うことが多く、昭和 50 年から平成 30 年

に到る 39 年間に 4,482 例のハチ刺し患者を診察したという。そして、そのうち

の約 19%がアレルギー反応として全身症状を起こし、さらに約 1%が生命の危険

を伴うアナフィラキシーショックになったと記載しています。アナフィラキシ

ーショックは刺傷後 30 秒から数分以内に発症し、急激な血圧低下、呼吸困難、

意識障害などを起こし、緊急に処置することが必要という。過去にハチに刺さ

れ何らかの全身症状（ジンマシンなど）があった人は特に注意が必要という。 

 ハチは日本で最も危険な野生生物であり、年間約 20 人前後の人がハチに刺さ

れて死亡しているようです。しかし日本ではハチの種類が約 5,000 種と言われ

ていますが、人を刺すハチは、このうち極一部のハチで、9 割以上のハチは人

を刺すことはないと言われています。本には著者が実際に経験した症例から、

ハチ刺し症の実態、臨床統計、ハチ刺されを未然に防ぐ方法、運悪く刺された

場合の応急処置、医療サイドの緊急処置について記載されています。野外活動

をされる方は是非読まれたら良いと思います。   

ハチ刺しの 4,482 例のうち、8 月に 1,518 例、7 月に 1,298 例、9 月に 606 例

で、この 3 か月に集中しています。気温と正の相関があり、雨が少なく暑い夏のハチ刺し症例が多くなっているよ

うです。人を攻撃するハチは、社会性ハチ類と呼ばれる一群で、ⅰ）社会性スズメバチ（スズメバチ科：①スズメ

バチ亜科 3 属 16 種、②アシナガバチ亜科 3属 11 種）、ⅱ）社会性ミツバチ科（ミツバチ科：①ミツバチ亜科 1属 2

種、②マルハナバチ亜科 1 属 16 種）です。このうち特に攻撃性が強いのはスズメバチ亜科に属するハチで、次いで

アシナガバチ亜科に属するハチです。攻撃性の最も強いのは、オオスズメバチで地中に巣を作ります。キイロスズ

メバチも攻撃性が強いハチで、家の軒下などに丸いハチの巣を見かけることがあります。チャイロスズメバチも攻

撃性が強く、キイロスズメバチの巣を襲って乗っ取ることもあるようです。キヤノンの自然観察会で、高橋先生が

ヒメスズメバチを捕まえて解説されていましたようにヒメスズメバチは攻撃性の弱いスズメバチのようです。庭な

どで巣を見かけるアシナガバチも攻撃性の強いハチで気をつける必要があります。 

 ハチの毒バリは産卵管の変化したものであり、メス（働きバチは子を産まないがメスが変化したものです）が針

をもっています。ハチ毒は刺傷部位に痛みや腫れをもたらす一過性の毒性と共に毒液が体内に入ると抗体がつくら

れます。人によってはアレルギーの元となる IgE 抗体がつくられ、IgE 抗体をもつ人が 2 回目以降にハチに刺され

ると抗原抗体反応と呼ばれるアレルギー反応が起こります。これがアナフィラキシーショクであり進行速度は極め

て速く、緊急適切に処置しないと死亡に至る場合があります。スズメバチは特に注意が必要です。スズメバチ類の

毒成分は基本的に同じで、初めてハチに刺された人にはハチ毒のアレルギーショックは怒らないと思われますが、

過去にスズメバチに刺されてアレルギー症状が出た人は十分注意が必要です。 

ではハチに刺されないようにするためにはどのようにしたら良いか。まず第 1 はハチの巣に近づかないことです。

衣服はヒラヒラしない白色の衣服を着ること、ヘヤースプレーや香水などをつけないことなどです。しかしもし刺

された時には、①毒を絞り出す。（ポイズンリムーバーなど市販の器具がある）②水で洗うなどが大切なようです。

アンモニア水や尿を付けるなどは効果が無いようです。私はアロエの汁を塗り効果があったと思っていますが、本

によると効くかどうかは不明なようです。備品としては、ポイズンリムーバーと家庭用のスプレー式殺虫剤（ピレ

スロイド系）は常に用意しておくことが必要とのことです。 

「あとがきに代えて」には、40 年くらい前の最も権威のある内科学の教科書には、「ハチ・アリなどの昆虫類の

刺傷は局所の炎症を起こす、重篤な全身中毒症をきたすことはない」と書かれており、何の手がかりも得られなか

ったと書かれています。アナフィラキシーショックは一刻を争う対処が必要であり、栃木県内の医師でハチ刺し症

に詳しい医師がどの程度おられるか、大変心配です。野外活動をされる方はハチ刺し症に詳しい医師のリストを作

成しておくことも必要かと感じました。TECANEWS.No62 は 9 月に発行されます。ハチの活動期は 10 月下旬まで続く

ので、是非参考にして頂ければと思います。 
 
本は、はじめに。序章：ドキュメント・ハチ刺し症被害の現場。第 1章：身近な危険・ハチ刺し症。第 2章：ハチの危険を知

る。第 3章：生命の危機・アナフィラキシーショック。第 4章：ハチの巣の不思議。第 5章：ハチに刺されないために。第 6 章：

ハチとの共生を目指して。ハチとの再会：あとがきに代えて。 から構成されています。  

会員から書籍の紹介 
安場 博  
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令
和
元
５
月
３
１
日
に
「
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
略
称
：
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
）」
を
国
は

法
律
第
１
９
号
と
し
て
公
布
済
み
で
あ
り
、
こ
の
秋
に
は

施
行
と
な
り
ま
す
。 

◆ ◆ 

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法 

◆ 

こ
の
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
が
成
立
し
た
社
会
的
な
背

景
と
し
て
は
、
①
大
量
の
食
品
ロ
ス
が
あ
る
（
ま
だ
食
べ

る
こ
と
の
で
き
る
食
品
が
、
生
産
現
場
か
ら
家
庭
ま
で
の

様
々
な
段
階
で
日
常
的
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
）、②
国
際
的

な
重
要
な
問
題
へ
の
対
処
（
２
０
１
５
年
の
国
連
で
採
択

さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ

ン
ダ（
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ

ｅ
ｎ
ｔ 

Ｇ
ｏ
ａ
ｌ
ｓ
： 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
に
お
い
て
言
及
さ

れ
た
）、
③
世
界
で
は
多
く
の
飢
餓
状
態
が
継
続
（
世
界
に

は
栄
養
不
足
の
状
態
に
あ
る
人
々
が
た
く
さ
ん
い
る
）、④

日
本
の
食
料
事
情
（
食
料
の
多
く
を
輸
入
に
依
存
し
て
お

り
直
近
の
食
料
自
給
率
は
３
７
％
）
が
あ
り
、
今
後
は
食

品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
た
国
民
運
動
と
し
て
の
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
ま
す
。 

我
が
国
の
食
品
ロ
ス
（
廃
棄
物
）
の
量
は
約
６
４
３
万

ト
ン
（
国
民
一
人
当
た
り
の
量
に
直
す
と
約
５
１
ｋ
ｇ
と

な
り
、
日
本
の
年
間
一
人
当
た
り
の
米
の
消
費
量
は
約
５

４
ｋ
ｇ
な
の
で
、
私
た
ち
は
自
分
が
年
間
に
食
べ
て
い
る

米
と
同
じ
だ
け
の
食
品
を
廃
棄
し
て
い
る
計
算
）
な
の
で

す
が
、
こ
れ
は
世
界
の
飢
え
に
苦
し
む
人
々
へ
の
国
連
の

食
糧
援
助
量
の
約
１
．
７
倍
に
相
当
し
ま
す
。 

     

                      

（
出
展
：
農
林
水
産
省
） 

 

◆ ◆ 

食
品
ロ
ス
は
環
境
問
題 

◆ 

食
品
が
口
に
入
る
ま
で
の
過
程
に
お
け
る
各
々
の
工
程

段
階
（
生
産
、
保
管
、
処
理
と
加
工
、
流
通
）
で
も
ロ
ス

が
出
て
お
り
、
食
べ
残
し
や
冷
蔵
庫
か
ら
の
直
接
廃
棄
等

で
も
ロ
ス
が
生
じ
ま
す
が
、
こ
の
食
品
ロ
ス
は
食
料
・
環

会員 
投稿 

  
食
品
ロ
ス
を
減
ら
そ
う
！ 

～
資
源
の
無
駄
を
抑
え
環
境
負
荷
を
下
げ
る
た
め
に
も
～ 

 
 
 

 
 

 

会
員 

● 

近
藤 

和
雄 

 

https://www.ryutsuu.biz/images/2019/05/20190520nousui.jpg
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境
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

即
ち
、
食
品
産
業
界
で
は
生
産
、
保
管
、
処
理
、
流
通
、

消
費
、
廃
棄
と
い
う
全
て
の
過
程
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費

し
て
お
り
、
ロ
ス
は
無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い

る
こ
と
に
も
な
り
、
世
界
中
の
食
品
ロ
ス
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
年
間
３
３
億
ト
ン
に
及
ぶ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
環
境
を
守
る
た
め
に
も
①
食
料

を
つ
く
る
た
め
に
水
や
土
地
な
ど
の
無
駄
遣
い
か
ら
起
こ

る
「
資
源
枯
渇
」、
②
食
料
生
産
・
加
工
・
流
通
・
処
分
ま

で
に
発
生
す
る
「
経
済
損
失
」、
③
余
計
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

消
費
し
て
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
な
ど
の
「
環
境
負

荷
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
等
を
防
ぐ
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

◆ ◆ 

食
べ
物
を
無
駄
に
し
な
い
意
識
醸
成
を 

◆ 

 

こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
安
易

に
食
品
を
棄
て
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
す
ぐ
に
食
べ
る

食
品
は
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
消
費
期
限
や
賞
味

期
限
切
が
間
近
で
あ
っ
て
も
問
題
が
な
い
の
で
積
極
的
に

購
入
し
、
同
時
に
家
庭
・
学
校
給
食
・
観
光
地
等
で
の
「
食

べ
残
し
を
減
ら
そ
う
！
」
に
つ
い
て
は
、
深
刻
に
受
け
止

め
て
貰
い
た
い
問
題
で
す
。 

ま
た
、
日
々
こ
れ
だ
け
の
量
の
食
品
（
食
料
）
を
粗
末

に
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
「
食
の
安
全
」
を
求
め
て
大
騒

ぎ
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
疑
念
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
我
々
人
間
は
動
植
物
な
ど
生
き
て
い
る
も
の
を
食

べ
て
生
命
を
つ
な
い
で
お
り
、
そ
う
し
た
生
命
へ
の
畏

敬
・
感
謝
の
念
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。 

  

             

出典：中日新聞 2018 年 4 月 18 日 朝刊 

 ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Ｇｅｏ）」と「公園（パーク：

Ｐａｒｋ）」とを組み合わせた造語で、「大地の公園（学術的に重要な地

形や地質を備えた自然公園）」を意味します。 

２０１９年４月現在、世界４１カ国の１４７地域に『ユネスコ世界ジ

オパーク（２０１５年１１月の第３８回ユネスコ総会においてユネスコ

の正式プログラムとなった、ユネスコの定める基準に基づいて認定され

た高品質のジオパーク）』があり、日本には９地域［洞爺湖有珠山（北

海道）、糸魚川（新潟県）、山陰海岸（鳥取、兵庫、京都）、室戸（高知

県）、島原半島（長崎県）、隠岐（島根県）、阿蘇(熊本県)、アポイ岳(北

海道)、伊豆半島（静岡県）］あります。 

 

◆伊豆半島（静岡県）ジオパーク 

２０１０年２月に、伊豆半島６市・６町首長会議でジオパーク構想の

推進で合意し、２０１１年３月に推進協議会が発足し、２０１２年９月

に日本ジオパークに認定されました。 

その後、ユネスコ世界ジオパーク認定に初挑戦した１５年９月は世界

的価値の裏付け不足などを理由に保留となりましたが、２度目の挑戦で 

１８年４月１７日に認定されました。 

伊豆半島は太平洋にあった火山島が約６０万年前、プレートの移動に

より本州に衝突してでき、度重なる地殻変動や火山活動で形成された変

化に富む地形が特徴です。 

 

 今回見学した伊豆半島ジオパークは、静岡県東部・伊豆地域の１５市

町の２０２７ｋ㎡（周辺海域を含む）が対象範囲で、貴重な地質や地形

が見られる場所「ジオサイト」は１１４カ所ありますが、まずは伊豆市

修善寺の拠点施設「ジオリア」からスタートし、松崎町、堂ヶ島、河津、

恵比寿島、下田、大室山とクリッピング的でしたが、大地の活動を示す

地形や地質の一端を知ることとなりました。 

 「ジオパーク伊豆半島（静岡県）」見学記    会員  近藤和雄 
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◆ 

今
、
人
気
の
タ
ピ
オ
カ 

今
、
女
性
に
人
気
の
タ
ピ
オ
カ
が
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

の
活
用
に
役
立
つ
こ
と
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。 

タ
ピ
オ
カ
の
原
料
は
、
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
の
「
キ
ャ
ッ

サ
バ
」
の
根
茎
か
ら
製
造
し
た
デ
ン
プ
ン
の
こ
と
で
、
原

産
地
は
南
米
で
す
。
根
茎
に
含
ま
れ
る
有
毒
な
シ
ア
ン
酸

を
除
去
し
、
菓
子
の
材
料
な
ど
の
食
用
や
工
業
原
料
と
し

て
紙
の
強
度
の
た
め
の
薬
剤
原
料
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

        

 
 

日
本
の
先
進
的
な
環
境
技
術
を
活
か
し
て
、
こ
の
タ
ピ
オ

カ
製
造
時
の
残
渣
を
原
料
と
し
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製

造
プ
ラ
ン
ト
に
着
手
し
て
い
る
の
が
、
サ
ッ
ポ
ロ
Ｈ
Ｄ
で

酒
類
製
造
で
培
っ
た
発
酵
技
術
を
活
か
し
、
世
界
最
大
の

タ
ピ
オ
カ
輸
出
国
タ
イ
の
企
業
と
の
間
で
年
間
６
万
Ｋ
Ｌ

級
の
プ
ラ
ン
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
食
料
と
共
存
で
き
る
持
続
可
能
な
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
製
造
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

◆ 

バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
概
念
と
役
割 

バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
は
、
微
生
物
に
よ
っ
て
生
分

解
さ
れ
る
「
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と
バ
イ
オ
マ
ス

を
原
料
に
製
造
さ
れ
る
「
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

と
の
総
称
で
す
。
一
定
管
理
さ
れ
た
循
環
シ
ス
テ
ム
の
中

で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
す
こ
と
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

（
樹
脂
）
に
起
因
す
る
様
々
な
問
題
の
改
善
に
幅
広
く
貢

献
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

                               

タピオカのドリンク 

タピオカ製造残渣を原料としたバイオエタノール製造プラント 
出典：NEDO 

 

出典：日本バイオプラスチック協会 

 

 
 
 

 
 
 
 

バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
展
望
と
リ
サ
イ
ク
ル
事
情 

 

会
員 

● 

齊
藤 

好
広 

 

会員 
投稿 

タピオカの原料キャッサバ 
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「
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
が
、
製
品
化
後
の
機
能
に

焦
点
を
当
て
て
い
る
の
に
対
し
、「
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
」
は
、
製
造
原
料
の
種
類
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

バ
イ
オ
マ
ス
の
糖
原
料
に
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
、
さ
と
う
大
根
そ
し
て
キ
ャ
ッ
サ
バ
が
あ
り
、
発
酵

技
術
に
よ
り
エ
タ
ノ
ー
ル
か
ら
エ
チ
レ
ン
、
そ
し
て
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
と
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。 

 

◆
国
内
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
現
状 

 

主
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
「
石
油
系
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と

「
植
物
原
料
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
２
種
類
に
分
け
ら
れ

ま
す
。「
植
物
原
料
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
は
、
用
途
に
合
わ

せ
他
の
特
性
を
持
っ
た
原
料
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と
で
使

用
し
ま
す
。
そ
の
「
植
物
原
料
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
割

合
は
２
５
％
以
上
と
公
的
な
団
体
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

石
油
系
を
含
む
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
国
内
消
費
量
は

１
６
年
度
で
９
８
０
万
ト
ン
。
政
府
の
地
球
温
暖
化
対
策

計
画
で
は
、
３
０
年
度
に
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

国
内
出
荷
量
を
１
９
７
万
ト
ン
に
増
や
す
目
標
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 
 し

か
し
、
石
油
製
品
の
ナ
フ
サ
か
ら
で
き
る
「
石
油

系
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
よ
り
コ
ス
ト
が
掛
か
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
１
５
年
度
の
出
荷
量
は
わ
ず
か
４
万
ト
ン

と
普
及
し
て
い
ま
せ
ん
。 

今
や
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
海
洋
汚
染
の
問
題
は
、
今

年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
２
０
カ
国
・
地
域
（
Ｇ
２
０
）
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
相
会
合
で
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

企
業
は
生
産
・
流
通
の
段
階
か
ら
、
責
任
を
も
っ
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
食
品
メ
ー
カ
ー
の
カ
ッ
プ
麺

の
容
器
を
２
０
２
１
年
度
ま
で
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
由
来
の
植

物
性
樹
脂
「
バ
イ
オ
マ
ス
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
」
を
導
入
し
、

非
石
油
資
源
の
素
材
の
使
用
量
を
９
７
％
に
高
め
る
と
の

こ
と
。
ま
た
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
で
は
、
お
に
ぎ
り
の
包

装
を
植
物
由
来
（
サ
ト
ウ
キ
ビ
）
の
原
料
を
配
合
し
た
素

材
に
切
り
替
る
と
い
っ
た
「
脱
プ
ラ
」
素
材
開
発
の
加
速

の
報
道
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。 

  ◆
日
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
８
４
％
の
実
態
は
・
・
・ 

 

プ
ラ
ご
み
の
発
生
量
は
中
国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
東

南
ア
ジ
ア
が
上
位
を
占
め
る
一
方
で
、
１
人
当
た
り
の
１

～
３
位
は
米
国
、
日
本
、
Ｅ
Ｕ
で
す
。 

 

６
０
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
中
国
は
海
外
か
ら
廃

プ
ラ
を
資
源
ご
み
と
し
て
輸
入
し
て
き
ま
し
た
が
、
輸
入

禁
止
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
の
１
４
％
は
日
本

か
ら
輸
出
の
廃
プ
ラ
で
す
。
日
本
は
こ
れ
ま
で
年
間

100

万
ト
ン
の
廃
プ
ラ
を
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
と
し
て
東
南
ア
ジ

ア
に
輸
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
内
の
廃
プ
ラ

一
時
保
管
量
が
、追
い
付
か
な
い
状
況
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

   出典）石油連盟 今日の石油産業 2018より引用 

   出典）国立環境研究「東京都ごみ問題」より 
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米国におけるプラスチックのリサイクルの推移 （環境省） 

 

 

 

日
本
の
分
別
回
収

後
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
リ
サ
イ
ク
ル
率
８

４
％
は
、
世
界
的
に

見
て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。本
来
で
あ
れ
ば
、

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ

ク
ル
や
ケ
ミ
カ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
が
望
ま
し

い
と
こ
ろ
で
す
が
、

約
６
割
を
サ
ー
マ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
が
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
は
、

２
０
６
万
ト
ン
の
う

ち
約
７
割
に
当
た
る

１
３
８
万
ト
ン
が
輸

出
さ
れ
、
実
質
的
な

国
内
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
リ
サ
イ
ク
ル
に
占

め
る
割
合
は
僅
か

数
％
で
す
。
石
油
由

来
の
プ
ラ
ご
み
を
燃

や
す
こ
と
は
、
石
油

を
燃
や
す
こ
と
と
同

じ
で
す
。 

 

  
 
 

             

 

◆
循
環
型
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る 

 
私
た
ち
は
今
ま
で
「
分
別
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
」「
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
か
ら
」
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
過
信
し

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
言
葉
に
頼
り
過
ぎ
る
社
会
を
作

っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

石
油
資
源
の
枯
渇
が
さ
け
ば
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
樹
脂
の
原
料
は
石
油
で
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
は
波
に
揉
ま
れ
て
ど
ん
な
に
細
か
く
砕
か
れ
て
も
、

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
残
り
、
自
然
に
は
還
り

ま
せ
ん
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
や
レ
ジ
袋
が
占
め
る

割
合
は
、
大
き
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
消
費
者
に

も
解
り
や
す
い
象
徴
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
お
り
、

こ
う
し
た
動
き
が
企
業
の
背
中
を
押
し
ま
し
た
。
バ
イ
オ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
普
及
に
は
、
ま
だ
幾
つ
か
の
課
題
も
あ
り

ま
す
。ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
原
料
に
す
る
と

食
糧
と
競
合
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
貧
困
や
飢
餓
の
撲
滅
に
マ
イ
ナ
ス

が
生
じ
る
こ
と
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
石
油
由
来
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
と
比
べ
製
造
コ
ス
ト
が
高
い
と
い
っ
た
国
際
的

な
論
点
が
あ
り
ま
す
。 

 ◆
最
新
技
術
の
紹
介 

●
ご
み
の
分
別
な
く
「
エ
タ
ノ
ー
ル
」
に
変
換
す
る
技
術 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

雑
多
な
可
燃
性
ご
み
を
分
別
せ
ず
に
ま
る
ご
と
エ
タ
ノ

ー
ル
に
変
換
す
る
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

出典）積水化学工業 ランザテック社（米国）との共同開発 

石油製品ナフサとプラスチック原料 
   出典：一般社団法人プラスチック循環利用協会  
            プラスチック図書館より 

プラスチック製品工程 

【原油】→【石油精製工場】 
→【ナフサ】→【プラ原料】 
→【加工】→【ブラ製品】 
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ご
み
処
理
施
設
に
収
集
さ
れ
た
ご
み
を
一
切
分
別
す
る
こ

と
な
く
ガ
ス
化
し
、
微
生
物
で
熱
・
圧
力
を
用
い
る
こ
と

な
く
エ
タ
ノ
ー
ル
に
変
換
す
る
技
術
で
す
。
こ
の
技
術
の

普
及
を
図
る
こ
と
で
、
ご
み
を
「
都
市
油
田
」
に
替
え
る

技
術
と
も
い
え
、
ご
み
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
生
産
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
「
化
石
資
源
に
依
ら
な
い
究

極
の
資
源
循
環
社
会
シ
ス
テ
ム
創
生
」
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

●
ご
み
焼
却
か
ら
二
酸
化
炭
素
分
離
回
収
技
術 

佐
賀
市
清
掃
工
場
で
は
、
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
と
し

て
ご
み
を
焼
却
し
た
際
に
発
生
す
る
排
ガ
ス
か
ら
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
み
を
分
離
回
収
す
る
日
本
初
Ｃ
Ｃ
Ｕ

プ
ラ
ン
ト
設
備
を
設
置
。
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
は
、

炭
酸
飲
料
や
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
原
料
に
、
ま
た
光
合
成
で

成
長
す
る
野
菜
や
微
細
藻
類
の
育
成
促
進
な
ど
に
役
立
つ

資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。 

 

 

◆
県
内
に
視
る
循
環
型
社
会
に
取
組
む
企
業
紹
介 

 

佐
野
市
の
㈱
吉
川
油
脂
で
は
、
店
舗
（
飲
食
店
・
コ
ン

ビ
ニ
・
食
品
工
場
）
で
使
い
終
わ
っ
た
廃
食
用
油
を
専
用

容
器
で
保
管
し
た
も
の
を
回
収
し
、
資
源
物
と
し
て
１
０

０
％
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。 

 

加
熱
分
解
処
理
方
式
に
よ
り
、
石
鹸
・
化
粧
品
、
塗
料

等
の
工
業
原
料
と
し
て
、
油
か
す
は
鳥
用
飼
料
に
、
そ
し

て
バ
イ
オ
ジ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
油
脂
の
規

格
製
品
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。 

食
用
油
に
パ
ー
ム
油
成
分
が
多
く
含
有
さ
れ
る
と
高
品

質
な
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
出
来
に
く
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
使
用
さ
れ
て
い
る
油
は
パ
ー
ム
油
成
分
が
非
常
に

少
な
い
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
価
値
の
高
い
油
で
す
。
驚
く

こ
と
に
回
収
さ
れ
て
い
る
家
庭
用
油
の
半
分
は
、
賞
味
期 

限
切
れ
の
捨
て
ら
れ
な
い
未
使
用
の
も
の
を
企
業
か
ら
回

収
さ
れ
て
い
ま
す
。
回
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
も
し
流
し

台
に
捨
て
ら
れ
る
と
河
川
の
汚
染
に
な
り
ま
す
が
、
回
収

す
れ
ば
高
品
質
素
材
の
バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。 

 

 
 
 

 

 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 

◆
終
わ
り
に 

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
「
循
環
型
経
済
」
と
い
う

こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
製
品
と
資
源
の
価
値
を
可
能
な
限

り
長
く
保
全
・
維
持
し
、
廃
棄
物
の
発
生
を
最
小
限
化
に

し
て
、
持
続
可
能
で
脱
炭
素
か
つ
資
源
効
率
的
で
競
争
力

の
あ
る
経
済
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

出典）佐賀県佐賀市 HPより 

出典）吉川樹脂パンフ引用 

店舗の廃食用油は専用容器に 
入れて保管回収 処理された油かすは鳥用肥料に 

沈殿させたバイオジーゼル 油処理機械 
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～小山ばら会のバラ展とオープンガーデンの見聞記～ 

【小山ばら会との出会い】 

平成 2年、求人で帝京大学理工学部を訪問し、小松龍造教授(小山ばら会の会長)にお会いしたことが縁で、小山ばら会に

入会しました。 

小松会長は、いつもバラを愛し、小山ばら会の発展を願っておられました。その人柄と小山ばら会に尽くされた大きな業

績の故に、会員の敬愛を一身に集められた小松会長でした。 

小山ばら会は、「みんなで作り、みんなで飾り、みんなで楽しむ」ばら会を目指して、「春のバラ展」、「秋のバラ展」と「オ

ープンガーデン」を企画し、毎年開催しています。小山ばら会のバラ展とオープンガーデンの見聞記を掲載します。 

 

     

小松会長のバラ園(平成12年5月撮影) 

【バラ展】春のバラ展は、毎年5月下旬に、秋のバラ展は、10月中旬に、小山の道の駅「思川」で開催しています。 

    

  

【オープンガーデン】オープンガーデンは、毎年5月下旬に、会員の庭を5～6ヶ所で実施しています。 

     

会員 曽我部二郎の 

 №8 
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地球温暖化対策地域協議会 MEAK の会主催の『環境実践講座』に講師として野沢氏が招かれました。当日は「家

庭の省エネ大作戦」と題して、～私はこうやって電気代など半分を目指しています～と家庭での省エネについ

て具体的な事例を紹介しました。講演は次の通りでした。 
 

 日時：令和元年 6月 16日午前 10 時 30分～12時 

 場所：河内地区市民センターホール 1～3室 

内容：１）地球温暖化のおさらい  

２）一般家庭のエネルギー消費ってどのくらい？ 

３）我家の省エネ大作戦の紹介 

①照明②空調③風呂④冷蔵庫・冷凍庫⑤車 

    ４）まだやっていない作戦（投資時期を見ていく） 

⇒これまでやったら、どの位まで光熱費が下がるか試算。 

    ５）最後に 

 参加者の声 

                       「具体的な話が良かった。」「我家ですぐ実行してみたい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 25 日（土）に開催された「とちの環県民会議 令和元年度総会」

において、塩野谷ふじ子会員（協会副理事長）が「とちの環県民会議表

彰（個人表彰）」を受けました。 
 

【受賞した塩野谷会員から】 

 今回の受賞は当協会の推薦があっての受賞でしたので、協会の皆様と

推薦状をお書きくださった理事長に感謝申し上げます。 

受賞を契機にこれまでの活動を振り返ることができ、良い機会をいた

だきました。改めて私らしい活動をしたいと思いました。 

 

塩野谷ふじ子さんが 

地域での環境活動や情報発信の功績が認められる 

 

野沢定雄さんが「家庭の省エネ大作戦」を紹介 

～私はこうやって電気代など半分を目指しています～ 

地球温暖化対策地域協議会MEAK（HPから抜粋） 
 

【目  的】会員が相互に連携・協力しあい、家庭での省エネ活動を通して地球温暖化防止や環境保全を

図ることにより、持続型社会を実現することを目的とする。（会員 105 名 代表 清水映夫） 

【活動内容】・定期的に「勉強会」を開き会員や地域住民を対象に大学教授や気象キャスター等を講師に迎

え、温暖化の危機や防止策を勉強し、一方、県や市、町のイベント等ではブースを設けて温

暖化防止の啓発活動を実施している。 

•グループを編成して小中学校での出前講座に取り組んでいる。 

•新たに中小企業向けに“昼休みの 40 分下さい”と昼休みでの啓発活動を開始している。 
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「
平
石
地
区
鬼
怒
川
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
を
守
る
会
」
は
、

２
０
１
１
年
３
月
に
発
足
し
、
現
在
２
３
名
の
会
員
で
構

成
し
、
鬼
怒
川
の
河
川
敷
に
育
成
す
る
絶
滅
危
惧
種
で
あ

る
「
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
」
の
保
護
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

毎
年
７
回
ほ
ど
の
育
成
地
の
草
む
し
り
や
鬼
怒
川
の
堤

防
に
あ
る｢

川
の
一
里
塚｣

の
草
刈
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
１
０
月
に
は
、「
鬼
怒
川
の
自
然
に
親
し
む

会
」
の
中
心
的
組
織
と
し
て
、
水
生
生
物
や
昆
虫
の
自
然

観
察
会
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
豚
汁
会
を
開
催
し
て
多
く
の

方
に
鬼
怒
川
の
自
然
を
楽
し
ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。 

そ
の
様
な
我
々
の
活
動
が
、“
河
川
の
大
切
さ
、楽
し
さ
、

怖
さ
な
ど
の
地
域
に
理
解
と
関
心
を
深
め
る
活
動
で
あ
る

こ
と
。
川
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
地
域
の
活
性
化
や
地
域

環
境
の
美
化
を
推
進
す
る
活
動
で
あ
る
こ
と
。
子
供
へ
の

環
境
教
育
な
ど
地
域
に
貢
献
す
る
活
動
で
あ
る
こ
と
”
な

ど
の
理
由
で
、
こ
の
度
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局

下
館
河
川
事
務
所
か
ら
表
彰
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
２

０
１
９
年
７
月
２
２
日
に
受
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
鬼
怒
川
流
域
の
栃
木
県
、
茨
城
県
で
活
動
す

る
団
体
の
中
か
ら
４
つ
の
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
鬼
怒
川
で
多
く
の
方
々
が
楽
し
め
る
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

                         

 

 

環境カウンセラーと地域のまちづくりへの関わり 

～平石地区鬼怒川カワラノギクを守る会と柳田緑地クロコムラサキ愛護会～ 

 
 
 
 

                         今井信行 

 

平石地区鬼怒川カワラノギクを守る会 会長 

柳田緑地クロコムラサキ愛護会 副会長 

平石地区まちづくり協議会 環境部会長 

（栃木県環境カウンセラー協会 副理事長） 

平
石
地
区
鬼
怒
川
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
を
守
る
会 

鬼
怒
川
の
河
川
保
護
活
動
が
国
土
交
通
省
か
ら
の
表
彰
受
け
る 

表彰された４団体の代表と国土交通省関東地方整備局職員 
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平
石
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
「
柳
田
緑
地
ク
ロ
コ
ム

ラ
サ
キ
愛
護
会
」
で
は
、
鬼
怒
川
河
川
敷
に
生
息
す
る
宇

都
宮
市
の
指
定
天
然
記
念
物
で
あ
る「
ク
ロ
コ
ム
ラ
サ
キ
」

の
保
護
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
蝶
の
飛
び
交
う

季
節
の
６
月
１
６
日
（
日
）
に
自
然
観
察
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
宇
都
宮
市
で
は
多
様
な
生
き
物
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
す
る
“
生
物
多
様
性
の
保
全
”
の
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
当
愛
護
会
で
は
、
ク
ロ
コ
ム
ラ
サ
キ
が
生
息
す

る
河
川
林
の
下
草
刈
り
活
動
を
行
い
“
鬼
怒
川
に
お
け
る

昆
虫
や
植
物
の
生
物
多
様
性
の
保
全
”
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

              

 

前
日
の
大
雨
も
あ
が
り
、
当
日
は
好
天
気
に
恵
ま
れ
７

０
名
ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
半
数
は
子
供

達
で
す
。
昆
虫
の
専
門
家
で
あ
る
元
宇
都
宮
大
学
農
学
部

講
師
の
高
橋
滋
先
生
（
と
ち
ぎ
昆
虫
愛
好
会
会
長
）
に
ご

指
導
頂
き
鬼
怒
川
に
生
息
す
る
様
々
な
昆
虫
や
植
物
に
つ

い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
「
ク
ロ
コ

ム
ラ
サ
キ
」を
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
コ
ム
ラ
サ
キ
」
の
雌
を
２
匹
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
い
つ
の
日
か
ク
ロ
コ
ム
ラ
サ
キ
を
探
し
当
て
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

               

     

平
石
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
「
環
境
部
会
」
は
、
地

区
内
２
１
自
治
会
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員
で
構
成
し
て
い

ま
す
。
平
成
１
９
年
８
月
に
環
境
部
会
が
発
足
し
て
以
来

１
３
年
間
環
境
部
会
の
会
長
を
続
け
て
い
ま
す
。
会
の
目

的
は
、
宇
都
宮
市
の
方
針
に
基
づ
き
地
域
内
で
ゴ
ミ
の
分

別
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
美
化
、

地
区
内
の
粗
大
ゴ
ミ
投
棄
防
止
の
監
視
・
除
去
で
す
。 

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
満
足
で
き
ず
、
地
域
の
方
々

に
“
環
境
保
全
・
改
善
”
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

為
に
平
石
地
区
独
自
の
活
動
と
し
て
、
環
境
関
連
施
設
の

見
学
会
、
環
境
関
連
講
演
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

宇
都
宮
市
か
ら
の
僅
か
な
補
助
金
を
如
何
に
有
効
に
活
用

す
る
か
が
役
員
の
悩
み
ど
こ
ろ
で
す
。 

１
３
回
目
の
施
設
見
学
会
に
当
た
る

今
年
（
令
和
元
年
）
は
、
４
０
名
の
参

加
者
が
あ
り
７
月
１
８
日
に
群
馬
県
の

東
洋
水
産
関
東
工
場
（
即
席
麺
（
マ
ル

ち
ゃ
ん
麺
）、
ワ
ン
タ
ン
、
油
揚
げ
、
ス

ー
プ
類
の
製
造
）
と
味
の
素
冷
凍
食
品

関
東
工
場（
ギ
ョ
ー
ザ
、シ
ュ
ウ
マ
イ
、

業
務
用
デ
ザ
ー
ト
な
ど
の
製
造
）
を
見

学
し
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
が
重
視
さ
れ

て
い
る
の
で
、
食
品
を
捨
て
な
い
た
め

の
食
品
安
全
に
関
わ
る
知
識
も
理
解
し

て
頂
き
ま
し
た
。 

 

クロコムラサキを探して 

柳
田
緑
地
ク
ロ
コ
ム
ラ
サ
キ
愛
護
会 

柳
田
緑
地
ク
ロ
コ
ム
ラ
サ
キ
（
蝶
）
の
観
察
会 

高橋先生を囲んで全員集合 

平
石
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 

環
境
部
会
施
設
見
学
会 

施設見学会の集合写真 
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９月からの県内の環境イベントをご紹介します。 

（皆さんの勤務先や所属団体、地域の情報を事務局までお寄せください。掲載します。） 

 もったいないフェア 201９ 

今年は、「ふれよう“もったいない”と“SDGs”、創ろう持続可能な未来都市」をテーマに、子どもから

大人まで幅広い世代に「もったいない」の活動を知ってもらうとともに、「SDGs」とのつながりを知っても

らうためのイベントを開催します。 

ひと、もの、まちを大切にするこころである「もったいない」をテーマにした、環境配慮型・参加体験型

のブースが多数出展します。 

日  時 9月 28日（土曜日） 午前 10時から午後 3時 

場  所 宇都宮城址公園 

内  容 参加体験ブースや飲食ブースなど 50団体程度が出展します 

•環境にやさしい乗り物の展示  •家具をオシャレにリサイクル体験  

•地産地消もったいなべ（マイ箸）持参の人は無料  •もったいない市など 

「事業所向け 省エネセミナー」開催  NPO法人栃木県環境カウンセラー協会主催 

事業所のエネルギー管理責任者・担当者、業界団体向けの「省エネセミナー」を開催します。 

このセミナーを受講すれば、省エネの専門知識がない人でも本業をこなしながら、エネルギー管理ができま

す。効率良く行えば省エネの仕事は、そんなに大きな負担ではありません。 

実 施 日 10 月 23 日（水） 11 月 20 日（水）どちらも 15：00～16：30（90 分） 

場   所 栃木県総合文化センター ３階 第３会議室 

  定   員 50 名 （先着順） 

  費  用 3,000 円（資料代など） 

内  容 ・省エネの上手な進め方 ・原単位の考え方 ・「エネルギー解析」のやり方 

申込み・問合先 野沢定雄（環境カウンセラー エネルギー管理士、省エネ診断プロフェッショナル） 

       TEL：090-3227-6816  FAX：0285-48-1332  e-mail：0207sadaonozawa@gmail.com 

ECOテック＆ライフとちぎ 201９ 

多くの企業や団体による様々な環境に関わる活動、取り組み、商品などがいち早く学 

べるエコの祭典。ご来場の皆様にご家庭ですぐ実践できるエコアイディアがみつかる楽 

しい催しです。 

日  時 11 月 30 日（土）10：00～16：00 1 日限りの開催 

場  所 マロニエプラザ 大展示場・屋外展示場 宇都宮市元今泉 6-1-37 

  

 

 

 

編集・発行 ＮＰＯ法人 栃木県環境カウンセラー協会（ＴＥＣＡ） 
    https://www.tecahp0419.bizmw.com 

 
【連絡先】〒321-0117 栃木県宇都宮市城南 3-2-9 

       TEL：090-8022-6026 Ｅ-mail：higeshioyama@yahoo.co.jp        

栃木県内の環境イベント情報 

左：表紙の写真  「夕暮れ」   撮影：堀 誠 会員 

暮れなずむ西の空 

ふと見上げた物干し竿に 

仲よく並んだ洗濯鋏 

明日もガンバレルーヤまこと 

TECA 
 

 


